
（
有
）
西
川
経
営
オ
フ
ィ
ス
サ
ー

ビ
ス
、
前
代
表
取
締
役
は
義
務
を

果
た
し
、
権
利
を
主
張
し
た
の
で

し
ょ
う
か
＝
許
さ
れ
ざ
る
一
連
の

行
為
に
黙
す
る
こ
と
は
、
税
理
士

業
界
に
免
罪
符
を
発
行
す
る
に
等

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
昨
年
の
9
月
19

日
、
役
員
と
一
部
の
職
員
に

「
片
山
会
計
事
務
所
改
革
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
」
を
提

示
し
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

案
の
原
文
、
設
立
メ
リ
ッ
ト

「
新
設
法
人
は
永
遠
と
も
言
え
る

西
川
家
の
生
活
保
障
義
務
か
ら
解

放
さ
れ
る
」

「
役
員
間
の

意
思
統
一
を

図
り
や
す
く

す
る
こ
と
で

改
革
を
進
め

る
こ
と
が
可

能
と
な
る
」
「
和
田
は
21
年
夏
～

秋
退
職
」
「
兼
務
役
員
は
片
山
と

出
来
る
だ
け
方
針
が
一
致
す
る
者
」

等
の
唐
突
で
一
方
的
な
改
革
案
で

し
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
お
ま
け
に
「
過

去
の
蓄
積
資
産
が
な
い
こ
と
か
ら
、

西
川
経
営
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
か

ら
借
り
る
必
要
あ
り
」
と
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
出
資
持
ち
分
を
一
切

持
っ
て
い
な
い
た
め
、
税
理
士
法

違
反
状
態
で
盛
ん
に
処
分
を
受
け

る
と
職
員
間
に
吹
聴
、
役
員
に
も

違
法
状
態
で
、
計
画
を
遂
行
す
る

必
要
性
を
先
田
守
税
理
士
を
立
て

主
張
し
ま
し
た
。

年
末
、
中
村
弘
が
北
陸
税
理
士

会
に
赴
き
確
認
し
た
結
果
、
税
理

士
法
違
反
や
処
分
が
な
い
を
確
認
、

片
山
税
理
士
に
伝
え
た
が
、
今
度

は
個
人
的
な
好
き
嫌
い
の
次
元
に

転
嫁
し
、
こ
れ
ま
で
の

金
銭
解
決
の
提
案
に
対

し
て
も
一
切
聞
く
耳
が

な
く
、
話
し
合
い
を
拒

否
し
ま
し
た
。
主
張
が
ク
ル
ク
ル

変
わ
り
、
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
計

画
あ
る
の
み
で
聞
く
耳
を
持
た
な

い
ま
ま
で
し
た
。

本
来
成
す
べ

き
代
表
取
締
役
の
責
務
を
完
全
に

放
棄
し
た
も
の
で
、
解
任
決
議
は

当
然
の
帰
結
で
す
。

片
山
豊
樹
が
独
立
す
る
と
き
、

当
初
本
人
は
当
事
務
所
に
入
所
し

た
と
き
の
状
態
で
退
去
す
る
と
の

先
田
税
理
士
の
話
か
ら
一
転
、
退

去
時
は
法
人
個
人
を
合
わ
せ
た
300

件
を
超
え
る
顧
客
を
奪
い
去
り
ま

し
た
。

先
代
先
生
方
の
労
苦
も
、
死
去

す
れ
ば
、
一
円
の
負
担
も
せ
ず
資

格
を
有
す
る
自
分
の
も
の

と
の
利
己
的
な
常
識
は
、

商
人
道
に
劣
り
ま
す
。

職
員
に
よ
る
顧
客

の
私
物
化
を
利
用
し

抱
き
込
み
、
顧
客
に

対
し
て
十
分
な
事
情

を
説
明
し
な
い
で
、

ま
た
有
限
会
社
西
川
経
営
オ
フ
ィ

ス
サ
ー
ビ
ス
の
資
材
（
車
等
）
を

使
用
さ
せ
、

残
業
手
当

を
も
請
求
、

創
業
者
お

よ
び
先
代
税
理
士
の
顧
客
か
ら

「
同
意
書
」
を
集
約
し
、
平
成
20

年
２
月
７
日
の
午
前
、
強
引
に
資

料
と
最
終
デ
ー
タ
ー
を
事
務
所
か

ら
搬
出
し
ま
し
た
。

【
同
意
書
の
全
文
】

『
私
（
我
が
社
）
は
、
税
理
士

片
山
豊
樹
の
事
務
所
移
転
に
際
し
、

今
後
と
も
片
山
豊
樹
に
税
務
会
計

業
務
の
委
任
を
行
う
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
税
理
士
片
山
豊
樹
に

預
け
て
あ
る
税
務
会
計
関
連
の
各

種
書
類
（
原
本
が
あ
る
も
の
は
そ

の
原
本
）
、
資
料
お
よ
び
電
子
デ
ー

タ
ー
等
の
全
て
を
平
成
２
０
年
２

月
８
日
迄
に
片
山
豊
樹
の
新
事
務

所
に
移
動
す
る
事
に
つ
い
て
同
意

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
関
連
会
社
や
、
関
係
人
、

家
族
の
分
も
含
め
て
併
せ
て
同
意

を
い
た
し
ま
す
。
』

以
上

署
名
し
た
同
意
書
の
日
付
欄
は

殆
ど
が
空
欄
で
す
。

説
明
に
よ
る
と
本

文
に
期
日
が
あ
り
不

要
、
勤
務
時
間
中
に

集
め
た
事
に
な
る
た

め
空
欄
に
し
た
話
で

す
。自

己
が
在
任
中
に

増
え
た
顧
客
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
減
っ
た
数
が
上
回
っ

て
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
「
母
体
」

に
甚
大
な
損
害
を

与
え
る
ど
ん
な
権

利
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。公

人
と
し
て
の

責
任
と
義
務
、
公

開
の
場
で
明
ら
か

に
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
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